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研究成果の概要（和文）：2011年と2015年それぞれ茨城県で発生したカズハゴンドウ大量座礁の32頭と33頭の環
境汚染物質解析と病理解析成果を論文化中である。12年分のオウギハクジラ病理調査報告を発表し、本種の環境
汚染物質生物濃縮のリスク評価を進める。日和見感染症の皮膚真菌症：ロボマイコーシス症例を発表したが、環
境汚染物資との相関性はなかった。絶滅危惧種のガンジスカワイルカをインドと共同研究する素地調査に参加し
た。

研究成果の概要（英文）：Analysis on POPs and pathological investigation were done on  33 
melon-headed whales mass-stranded along the pacific coast in Japan on April, 2015. We compared these
 results with those of 32 melon-headed whales mass-stranded on March, 2011 in Japan and are planning
 to publish them. Summary of pathological research on 44 Stejneger's beaked whales stranded along 
the coast of the Sea of Japan during 12 years have been published. Therefore, we can try to detect 
the positive correlation between bio-accumulation of POPs and pathological findings in Stejneger's 
beaked whales too. A case report of Lobomycosis in an Indo-Pacific bottlenosed dolphin were 
published, however we did not detect the positive correlation between bio-accumulation of POPs and 
pathological findings.We joined in conservation research project on Ganges river dolphins (IUCN 
status; endangered) and then dissected dolphins and discuss on future plan at Patna university, 
India.  
  

研究分野：獣医病理学

キーワード： 病理　ストランディング　環境汚染物質　POPs　日和見感染症　生物濃縮　リスク評価　ヘルスアセス
メント
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１．研究開始当初の背景 
小・中学校の歴史の教科書に必ず書いてある、

富山県の「イタイイタイ病」（カドミウム中

毒、鉱山廃水が原因であることが、発生から

約 20年後に解明）や、熊本県の「水俣病」（有

機水銀による中毒症、チッソ工場の廃水が原

因であることが発生から約 15 年後に認定）

のように、日本の歴史の中でヒト社会の発展

に使用された重金属や化学物質が、生物に蓄

積されると甚大な被害をもたらし、重大な疾

病を引き起こすことが問題となった。しかし、

両公害病でも示されるように原因物質と疾

病の関係性を解明し、リスク評価することは

途方もない時間を有し、その因果関係を立証

することは非常に難しい。しかし、現実に生

物は環境汚染物質に暴露されており、我々の

見えないところではその影響は現れている

であろう。こうした過去もふまえて環境汚染

物質に関する研究は国内・外で数多く報告さ

れ(S Tanabe. et al. 2008. Dauwe T. et al. 2008)、

その毒性ならびに影響は一般に広く伝わり、

人々の意識改革に繋がった。こうした研究は

野生動物でも様々に進められてきた。特に、

ヒトと同じ哺乳類でありながら海に棲息す

る哺乳類（クジラ、イルカ、アザラシ、アシ

カなど）は、海洋生態系の頂点に君臨するた

め、生物濃縮するダイオキシン、PCBs など

の環境汚染物質が彼らの厚い脂肪層に高濃

度に蓄積する (Yordy JE, et.al., Pulster EL, et. 

al., 2009.)。その結果、彼らの内分泌機能は不

調を来たし（Montie EW, et. al., 2008.）、免疫

機能は低下するため（Jensen BA, et.al., 2010. 

Marsili L, et.al., 2008.）、健常個体より様々な

疾病に感染しやすい状態（易感染性状態）に

陥り、死に至る事例が諸外国では報告されて

きている(Hall AJ, et.al., 2006. Bull JC, et.al., 

2006)。日本では、年間 400 件近いストラン

ディングが報告されるが、日本にはストラン

ディングに対応できる国家規模の機関は存

在しない。地方自治体が粗大ゴミとして埋却

あるいは焼却処分することが義務づけられ

ている。いわゆる厄介もの扱いである。しか

し、その件数は年々増加の一途を辿っている。

彼らに何が起きているのか？このなぞを解

明する機会を逃さないためにも、代表者が勤

務する国立科学博物館ではストランディン

グ個体を可能な限り調査・研究している。全

国各地のネットワークと連携し、全国規模で

対応可能な体制にある。しかし、経費ならび

に人力の関係で、全てのストランディング事

例に対応できないのが現状である。何故彼ら

はストランディングするのか？その要因の

ひとつに日本で過去に起きた公害病のよう

に、日本周囲の海でも環境汚染物質の影響に

よる深刻な疾病の集団発生が起きているの

か？代表者はすでにその一端を垣間見てい

る。日本の沿岸に棲息するスナメリという小

型ハクジラは、年間約 150件のストランディ

ング報告がある。スナメリは日本には 5系群

（東京〜仙台湾、伊勢・三河湾、瀬戸内海、

大村湾、有明・橘湾の 5系群）存在する。我々

は瀬戸内海系群のスナメリの肝臓に寄生す

る吸虫感染（Campulla.sp）とダイオキシン蓄

積に正の相関性があることを見いだした

（Isobe, et.al, 2011）。さらに、同じ瀬戸内海系

群 ス ナ メ リ の 肺 に 寄 生 す る 線 虫 症

（Halocelucus.sp）の程度と脂皮内における臭

素系難燃剤であるブチルスズの蓄積にも正

の相関性があることを報告した（Nakayama, 

et.al, 2009）。つまり、環境汚染物質の高濃度

蓄積により免疫低下が引き起こされ、寄生虫

感染症が重篤化し、死に至ることが明らかと

なった。特に幼体での遭遇率が高いことは事

の深刻さを物語っている。そもそも寄生虫と

は、宿主と共生関係にあるため、宿主を殺さ

ない程度に寄生するものである。しかし、そ

こに環境汚染物質の影響が付加されるとそ

の均衡が破られ、宿主側が死に至ってしまう

というストーリーが出来上がる。これらは国

内初の報告となった。しかし、他系群のスナ



メリについては未だ解析できていない。さら

には、他の種についても手つかずの状態であ

る。 
 
２．研究の目的 
日本沿岸にストランディングするクジラ、イ
ルカの死因に関連するリスクファクター評
価を目指す。本研究では環境汚染物質（PCBs、
DDTs、ダイオキシンなど）の生物濃縮による
リスク評価に焦点をあてる。例えば、スナメ
リという小型ハクジラでは、日和見感染症で
ある「寄生虫感染症」との相関性を検証する。
環境汚染物質の生物濃縮は実質的なリスク
評価が非常に難しいとされるが、本研究によ
りその一端が解明されるであろう。これは、
海洋環境、海産生物の汚染評価にも繋がる。
今まで不明瞭であった「環境汚染物質が生物
に高濃度濃縮すると、一体どのようなことが
起こるのか」について、ストランディング鯨
類を活用し具体的に示す。 
 
3. 研究の方法 
・瀬戸内海のスナメリでの結果をふまえ、環

境汚染物質が生物に蓄積すると、生体内でど

のような影響が見られるのかを鯨類（クジラ、

イルカ）を中心に解明する。 

・スナメリ：瀬戸内海以外の 4 系群（東京〜

仙台湾、伊勢・三河湾、大村湾、橘・有明湾）

についても「寄生虫感染症」を中心に「環境

汚染物質の濃縮動向」との相関性を解析する。 

・他の鯨種：ある程度個体数の集まる、オウ

ギハクジラ、ハナゴンドウ、カズハゴンドウ、

カマイルカについてスナメリの解析方法を

当てはめる。寄生虫感染症だけでなく、得ら

れた病理学的所見を網羅的に環境汚染物質

との相関性を解析することも重要となる。 

・種差、地域差、性差を検討する。これによ

り日本のどの地域の汚染が深刻なのかを解

明できる。 

 
４．研究成果 

平成 25年度 

長崎県を中心とした九州地区でストランデ

ィングしたスナメリ 25 頭について、日和見

感染症である「寄生虫感染症」との相関性を

検証した。4 月に鹿児島県南さつま市で発生

したスジイルカ 53 頭の大量座礁に対応し、

死亡個体 29頭中 28頭についても国内研究チ

ームを編成し体系的な国内初の調査を実施。

加えてオウギハクジラ、カマイルカ、ハナゴ

ンドウ、カズハゴンドウなどにも対応し、検

体数を増やした。汚染解析サンプルは愛媛大

学 es-BANK に保管し、個体情報は国立科学

博物館の HPで公開した。スジイルカ全ての

病理データをまとめ、汚染レベルとの比較・

検討を実施したが、両者に優位な相関性は認

められなかったが、臭素系難燃剤のレベルは

優位な濃度上昇が認められ、使用料に伴う生

態系汚染の進行を伺わせる結果が得られた。 

平成 26年度 

九州地区のストランディングスナメリ 30頭

について引き続き日和見感染症と汚染レベ

ルの相関性を検証したが、瀬戸内海個体群の

ような優位な相関性は見いだせていない。5

月にオーストラリアゴールドコーストで開

催された国際水生動物学会（IAAAM）年次大

会にてロボマイコーシス（皮膚真菌症の１

つ）症例を発表し、論文作成中である。皮膚

真菌症も日和見感染症の１つであり、汚染レ

ベルとの相関性を評価していく。6月の日本

セトロジー健救会では年次報告を、9月の日

本野生動物医学会では海棲哺乳類研究の先

進的立場にある米国・カナダの研究者を招聘

し、特別講演・実習を企画し、国内の知識・

技術の向上に貢献した。1999年から 2011年

までに病理調査できたオウギハクジラ 44個

体のまとめを論文化した。汚染解析サンプル

は愛媛大学 es-BANKに保管し、個体情報は

国立科学博物館の HPで公開した。 

平成 27年度 

春に発生したカズハゴンドウ大量座礁156頭

中 33頭を回収し、全頭調査を実施。病理学・

汚染実態解析は次年度実施予定。同個体の脳

についても両解析を実施する。生物濃縮を語

る上で欠かせない食性解析も共同研究者が

得られたため、新知見が得られることが期待

される。本研究の対象種の１つであるスナメ



リについても約 40頭調査することができ、

各解析に供す。12月開催の国際海棲哺乳類学

会（SMM）では、オウギハクジラ 12年分の

病理調査の成果を発表した。世界的にも本研

究テーマは注目されていることが再認識で

きた。11月のアジア保全医学会でMarine 

mammals Sessionを企画し、アジアの研究者

と交流を図った。ネズミイルカ科のスナメリ

とイシイルカの PBDEｓ生物濃縮解析結果を

論文化した。スナメリの地域性を見いだすた

め、分子生物学的解析成果を共同研究者が投

稿中である。 

平成 28年度 

昨年度発生したカズハゴンドウ大量座礁の

病理解析ならびに汚染レベル成果を 2011年

3月に同じく茨城県で発生したカズハゴンド

ウ大量座礁 32頭の成果と比較・検討し、経

年変化および個体群での差異を見いだす。特

に甲状腺の変化に注目し、論文化の準備中で

ある。ロボマイコーシス症例の POPs体内汚

染レベルと病変部位との相関性は見いだす

ことができなかった。6月の日本セトロジー

研究会で年次報告をした。10月のアジア保全

医学会では、Marine Mamma Sessionを企画

し、アジアの情報交流を実施した。1月には

インド・パトナ大学のシンハ教授とガンジス

カワイルカの 5頭の病理調査をパトナ大学で

実施した。高度腐敗個体が多く、詳細な病理

解剖は実施できなかったが、絶滅危惧種のガ

ンジスカワイルカの保全に繋がる連携を確

立することができた。試料は CITESの関係上

国外に持ち出しが非常に難しいが、環境汚染

物質解析がインド国内で実施可能であり、今

後の共同研究の可能性が示唆された。 
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